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W';給食心ている汁物司王食塩強度測定

山 1)研究方法「竹山口、パ ス l

病院で給食じている清汁は，ヘム人当町出汁200mlに

対l.;塩~:k5_g，正油 Fcc;~ 化学調味料 0.08%とL. i 計

算」己食塩濃度が:0:85%1:なるよう調製されている。実際

に，調理室で調製された清汁1人分を分取1-.その食塩

濃度を測定した。

ー食塩濃度の測定には，全研 Model..Na目的EXを使用。

これにまればJ汁物め温度と濃度計の温度Fイヤルを一

致させるこιによぐり.汁物の混度差はョvトロ Lルされ

~-:C.li ~る。?方，ヘ:調理師から，清汁の調製に用益、た出汁t

調味料なぎの分量を聞きとり，計算上の滑珂の食塩濃度

を求め，♂濃度計て測応じた値と比較じた。び

2)'結果及び署員湊う"ジ 一 ， • 

清汁の計算上の食趨濃度値と，濃度計によ「る実測同宣去

の比較を第 1表に示した。一定夕食溢濃度で供食トρ、

るつもりであったが，実際は，椀種の種類により変化し，

その変化率は85:7よ133.7見込であったよ今野加がj味噌

行令官き土P会挺濃務不漢を入れたまま放置する号と

により.経時的に変化1-.信濃度〈それ以上変化しなく

がイた濃度〉芥紅亡、隊出来上り直後の食織波:度より

0，15%の低下がみιれだと報告している。もちろん，そ

の低下率やJ恒濃度必至る時間は，突の種類，突の重量

比が陶与するというご第1表にみられる清汁の濃度変化
~":~ :')， 

ト諸島i表;給食号供与しまいる汁物の食塩濃度 (%) 

t 椀 i~ . ~鼻、;1;議離惨事官割引率制
な ι λ ':. '~i: [，り斗l乙bぶ:8筋5'.，1小7九勺 0札i沿8窃5ヘ.1 1∞〆J" ‘ 
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焼 板そ《ιι、1f疹草(寸tンη〈川Q，，8卵微w、J寸.1.1.1政虫小 1お紙、6釘心じヌ

草裏王腐とξ2、の り吹J↓1;.刊 0..8路F旦、 l誌iJ..77寸.， 87. .5.J 
定内越とほ5れん草 I 県 ~?/~ι~')?民、 I ，87・2h
とろろ昆布と生萎 1;0刈ミ .1.0伊 .1;85.7、
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人間の食物に対する晴好は，その時えよの身体状態の要

求に応じて変化するといわれ同いる。例えば，妊娠時の

味に対する晴好の変化は妊娠初期には酸味が，末期には

甘味の強いものが好まれる傾(向にあり，塩味に対して

は，大きな変化はないと報告!されている札九食複は，

調味上，最も盤要な旨味物質であり，食品の他の味に調

和しておいしさを出す重要な役割をはたしている。しか

し，過剰な食塩撰取は，妊娠中犠症の主症状である浮腫

や高血圧を増幅させることから，妊婦には塩分をとりす

ぎないようにとの指導がなされている。家庭において，

妊婦がどの程度まで嵐分を控えているのか，その実態に

ヲbてはあま q知られてし子ない。 i必要以上の滋分の制限

は，食物の味の低下につながり，食欲需振を増すS川。

当院栄養科が行なった患者の噌好調査で，清汁，味噌汁

がやや君主辛いとの結果量得たエとから，当病院給食の計

物の食趨濃度の実際を知，った上で，患者に適し好まれる

食塩濃度量検討するために本調査を行な持た。研究1に

おい::CM:.-当院で給食L.;ている汁物の食塩濃度を測定L

た。その結果，一定濃度になるよれこ調製しているにも

かかわらず，出来上り食塩濃度には，かな引の開きがあ

ったことがわか?った。エれは調味条件〈使用材料 1因

。司食数，用いた鍋，火加減など3や調理担当者の晴好な

どはよる、もφであろう。調味条件により生ずる食塩濃度

の帽をベァスに異。た食旗濃度の計物に対する妊産婦と

非炉揮の反応を調査 Lた。、さらに特産婦の家庭食と比較

:tる乙とにより，家庭で供されている汁物のおおよその
ム

食撮濃度を把握U 病院給食改善に役立でたいと考え

だジ研究Zにおいては，研究 lの結果をもとに./調製〔し

たit.物η食纏濃度の測定を行ない，その計物を，給食の

一部として妊産婦に供与し，その晴好を調査した。

(:II 研{究，1 " 

B2つから成る。二、研究1の内容はA.

緒I 
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が，経時的に起きたものであれば，爾理室においての汁 第3義晴好調査用紙

物の調理は，喫食時間にできる句碑主唱J.tiF長1舟車 7:~~i :l~i C\) ぷ:-:~'，-? ::-::~ 
しい食塩濃度で供食されないことになる。又，調理の際 | 氏名 年齢 歳

の出汁や，爾味畳の計量の誤差，椀種の麟曳どによる.， l 
ものであれば，正確な計量と，椀種の特徴をふまどたJ食lぃ午むぎ比生活主追った場所 一一一一一一県・都

塚濃度調味が必要となろう。

B 異った食塩濃度の汁物!こ対する妊産婦及び非妊
婦'o評価 ":" ¥) (，Ii' けこ!

1)研究方法

的対象及び調査期間

愛育病院産科収入院した経産濁21Z名ilkV'..，:豆長妊婦【愛

育会受講生)371名を対象に汁物に対す，る塩味噌好調査

を実施:L，.-;比較検討を行なったぷ調査期聞はJ昭痢53年

11月より..昭和54年6月洛である。病院及v'講習室除、

冬期暖房..夏期冷房完備L主おりγ喜室温は20:C守27'Cで

ある，. パ〈ふ'， /'ι 」九、二一、

制試料調製と調査方法 ，"_¥ ，; ;~，、シ

、調査試料Fと、Lて."臼常まく供される清汁ぺ迭と青葉・

半骨とみヲば)'2~凪味噌汁王豆腐と葱・ワカメ之、r::o

が苧).2低i村蜜tt，.:αHとでλ粉〉町計5種を;とりあ

げ，、銀2義過D爵製を行なったふ Aの結果と伺様;;出来

上がり食塩濃度比}最低0.7，2%;最高、1:.1%とな点た。

一般に，汁物の食犠濃度は0;8:-1:0%の範聞11こおし、て美

味しいといわれており叱当病院で従事され主いる汁物

は晴好国がち適当であったといえよ:'3~'円円、

， m~表、:訣七料調製 ....'川

汁り趨額l汁ノの 突cd:伊ぺ味コ恥法

消心H九I喪主ニ 2賢 莱 20|1l水1cf2c0づ0Lcf:cの旗ー1番ィ.5(00g..1正6g油
ぺ 半片20みつば少々 ，08%) 

'みそ汁lト|ポ豆一テ腐一5ト一0葱 ! 一め10一~I 水赤0.1み260そE0cf c10E白み守そ町1一0番g、
40生わか

i村雲汁I卵 20でん粉 21水1c2c09，イccの撮一番1.50g.1正6g治

材料の食塩濃度実測値耳拘 19..8%月βt40JZ
、半片 0.9% 赤みそ‘ '9了5%

4是汁物50ml(第2表による銅製液の4、分の 1量Eを昼

食前代紙ヨッってにて供与し戸第3a罪隠記した晴好調査に

よ坦各汁物に対する被検者の反応を観察した。ご供食温度

55土召℃であった正晴好調査は次の3'点が也行なった。

即ち，';:::(1)テスト液の味につじ、宅の晴好，②家庭の汁物の

味主の比較@:家庭で塩味花魁意[;'てじ、たlがと44-44た

だ七;dSF妊揚ば対してほの注除いた。 γ 、「

汁の種類や突の種類は考慮外£じ之v汁物を'-t:の出来

上がり食塩濃度から0，8%以下.0，81'''''0，99%.及び1.0

質問 1 あなたにとってこの汁物の味付けはいかがで

I すか
ーイ，塩辛い

ロ，やや塩辛い

ヘ丁度よい

ユ，やや薄い

ホ，薄い

質問2御家庭の汁物とくらべ芹みて:一: ノ

Iイ，塩辛い

I 'P，やや塩辛しえ

り御家庭の、汁物止り 十ハ，同'[;位

I~ やや部いJ

lホ，‘手時 J い三、乙λ ....! 

岨質問3 御家庭で塩味について特に注意していまlじだ

か .!" ('、， _.' '."日

1.. していた " 円 lしていないい~i 

《どう志 ありがとうございま日ktと>，. ，:': 
...." 

%-，以上の 3群に分けiそれぞれョを試飲した者を低温濃度

群〈低壌群J，1普通塩分濃度群(中塩群〉止及び高誼横度

群〈高視群〉とじた。込 ‘ ， ' 、ぷ川、主、

(3) 告群の年齢，及び主な居住地核分布、、 日、λ

各群対象者数，年齢胞を第A表に示lふた花、妊産婦の年

齢層は各群とも 20歳代が蕊も多心、平均年齢は'~!低盤群

29歳...申塩群28歳，高塩群27践であった。，20歳代談半k

集車L.:Cいるのは，妊婦とい:う特妹性か:ら:であろろ~.'~

方千非妊婦の平均年齢はぶ低塩瀞35歳i中塩群36歳.'高

塩群39歳で，妊婦の平均年齢層よりかなiり商か勺た。特

にJ高浪群;-eiii40歳代が50%を占めている半、話三乙ぐ

J 、人の一生を支配する味覚は10歳代中演に刻みニまれや

成入ではそれに異なる味覚~:!-Jil_ 弓 Vにr 額隠しに:<. J(\\~)/ 

第昌義r低撮群・中塩滋・、高塩虫干の年齢構成i1(%~' 

謎l臨群 〈2261|謂弱者閣議
糊代l盟6261l盤:'29..6/. ，附，1: 24; 4/ J3"8:f18.J.¥ 
糊代/;仰い
峨吋 6.0/ 27.7/ 2:8'/ 3刈:，~0''/51:6 
無記入/ 1. 5/ 01 2吐 -b jy:q判!!0 

( )内は例数 ". J~ 一九、 1-，_ .イヘ l 
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長潔{畠:妊産婦食内調味に関する研究

第5表対象者の主な居住地域(%> 十 ( )内は例数

プロック/ プロッタに属すよ;県

各群対象者居住地域分布

低場群。26)'日 i中滋群 (160) 高塩群吃202)
、.'

，-.) t :V: 妊〈産67婦〕 I|非(i妊59婦〉 妊(産70婦〉 |11非(市妊90婦) 妊〈産80婦〉 ι~ 非'(1妊22婦〉
北海道 北海道

:'.'， 
。6.9 1.4 1[;;18.9，. 10.6 

東 オヒ事 青奈・岩手・寄家ト秋田・山形!・福島 3.0 9.4 5.0 i 5.7 

関東 工|埼玉・千葉・琳|・神希川
l 0， 

符 11164|716K1109J 73.5 iJi7.2 
， 吋茨城・栃木工群馬ト山梨・長野;t、 1 4.5 1 17.7 1 4.2

u 

li!ii.l 2.5 れ 9.8

北 陸本|新潟・宮山付船積相 i lH 
。7.5 ?5J， _6.7 

東 海 岐阜・愛知イ三監j・静岡山; | olhuT↓「 純一liiipb 日 o.H_1_?:9 

近 畿|京都・犬阪・兵庫・奈良・和歌仰・滋賀 8'.8!1 7.4 

中国・四国 1知鳥取・呑・島川根r・岡山・山口・広島li・愛媛・商 I 1.4 15.1 1.'4 '16.6" I 1.3_ jl _E.~ 
北九州|福岡・佐賀・長崎・犬分 1 0 1 5.0 1.:μ1 44i o!日刊

南九州 本l熊本兵宮崎竺鹿児島 I_~o 1 7.5 I 0 I 6.7 1 3.8 I 6.6 
亦明| 。I0 I 1.4 I 1.1 I 1.~ ;1 。
噂食塩摂取量全国平均 (14詰g)を100さして109以上の地域紛

「叩1

;第E表4 低塩群町中塩群・l髄塩群の汁物に対する評価(%)

Ef主主|奇咋hbl娃日〉sJFi434b
事!とι::lJ:;片汁 3:::lJ:;jl;;;:::11:: 
度 よ ヤバlsw.0i:l J FM14ul-ーも民jpi-拙とu旦・4

判事l刊誌::~iAlJlf51u:| で11Ji:| 。

といわれ定府者。文ャ櫨味の好みは学習によって形成さ

れιた習慣の現れ勧とれ旬。従って若年時の生沼環境は，

成人後の味覚医大11'<.影響すると考尤信t1，'者。対象者の

主な居住地域在留孝6表に示じた。、妊産婦は，関東Iデロ

ッ4ダk集中iじ，倹塩摂取量のJ多い芭発表されている"東

北，占関東E，J 北陸，南九州が主な居住地域宅ある者は，

各群どが5%以下T添っだ。r非妊婦は"、全国がち集まっ

ている為，主な居住地域は各地に拡っ宅いる。低塩群に

は，塩分摂取量の暑い地域で生活Lた人が42%みられた。

2')0結果，4及'(f<考察

(幻 (:16群の青物の滋味応対する評価 .. 

各群の汁物の塩味に対ずる評価を第6表，、第 1-，3図

に示 IJた占\~

低温群， -"'9;まり〉食昆濃度.'Ó~'8% 以下の汁物応対 rじぞ

「塩辛い止、あるいは併や塩辛い占と答えた堵 'Cj以後

「漉すぎる、」と表現する、弘が妊瑳婦43.9%，非妊婦<({50
%:;下丁度「よしつが前者5(1-:09証，後者5仏0%で，妊産指事，
非妊婦問比評価の差以なfぐJ薄味噌好が目立った。 Fや
や縛いがあるいはιf薄し、リミ1:'答えた者〈以後「務寸ぎるJ

と表現するフ!~~:主妊産婦6，..%;非妊栂5'.a~百Iであった。、雑

妊婦 (157名》め42As百々が滋分摂取の多い地域吾主主t居
住地域としていたが，もF簿ずさF石Ji"1i洛'えた者は1:¥}諸

にすぎなかった。 ι '.: 

中犠紘一 dまり食糧濃ll!:oJ8I;;'O，.99%Q;I範囲のW物に

対じて，-:T濃すぎるJ と答えた者が，一妊産婦~;t3%，非

妊婦'36:百%~~.r丁度よいJ，と答えた者が"前者41!-1%.ア

-121'-
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妊産婦群

非妊蹄群

中塩群の討物に対Tる評価
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「泌すぎる」と答えた者は，妊産婦iO.l%'，~I抵句g.8%
であった。この食塩濃度は，妊産婦に好まれ，非妊婦は

も止と薄味を好んでいる傾向がみられた。こり、こ占は，

先に述べたように，妊産婦の年齢層が20代後半に説中し

でいるのに比べ非妊婦の年齢層が高(;特に，主E主義、群

てせ ~O歳代が切%を占め，ており，好みというより，健

康戸海味指向になっているせいかも Lれ郎、 1菊地問

味覚テストの結果， 女子は，若年代に高塩幡好者が多

<.;.~加齢と共に少な〈なる傾向を示すと報告している
が正との点から，対照群の選定に当bては，字齢を加味

1Q.~軒の必要性が示唆された。

(2) 妊産婦の家庭の味との比較

各群の汁物に対する妊産婦の評価と，家廃の汁物匂味

との比較を第7表に示Lた。 げ

低塩群では，家庭の味より「塩辛い」あるいは rや
や滋辛勺J(以後「より濃いJ~ 企表現〉が46'.2%，、家庭
の味t同じ位が共1，'4%であjることから，家庭ほおlける味

付けが!この群のJ食趨濃度、 (0.8%以下〉に近旬、対λさ

らに低ヤ食塩濃度で島るむとが推察され:~-o;.'.コ ;古川、!

中腹瀞では，家庭の旅公り Fより濃いJjカi3，1、:M弘、
「同心位」が司:2.，9%.:家庭内味より r;?A計簿怜」れあ品川

は F簿弘、J.(以後「より薄い」、と表現，)iが3~，，%と'.三
者ほぽ同率であった。 ♂ 、 } ぺ ι ，:， :~. . -:，'、 ι，γ

高塩群では，家庭の球より lれより波k、.J_~-~，{A~';\S%， .;.: 
「同じ位Jが40.0%， rより薄いJ;;!18♂;%1;皐 .，，":d:ご。

更に，塩味噌好と家庭の塩味調味との関係をみる占}

低塩群のit物に対1.-，家庭の味より仁より濃いJと答え

た30人中， r丁度よい」と評価したものは4人(13.3劣う

¥ 

•• ，'， 
'_j_( 

蛙産婦群

非妊婦酵

〈、

第3図尚I燈群の汁物に対する評価
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後者5!kß~官。I滞すぎる」と答えた君主ホ妊産婦諸国 6%，
非妊婦τ.8%:であったがこの食塩濃度の節風の汁物は非

妊婦によ~，好まれる傾向にあっ'た。 ìt物に対じτ適当な
食塩濃度とされでいる中塩群円汁物に対苧る妊産婦の晴、

好は fT度よい」と答えた者の割合'が'.i(:SJ草中最も低

くめ一方; r部Tぎ害」と答尤た比率は高旬。毛しかじ，

非妊栂の評価民おい1:<r丁度!よtい.1;.の割合泳、3群中

最も高く、 n揮す、寄る」、はj妊婦収比づて低率であったb

非妊婦には，、ごの範囲内食塩濃度の目、物が好まれていた

といえよう。

商塩群，つま凹食塩濃度ョ1:，0%:"以土の汁物に対して，

f濃女ぎるj と答えた者は，妊産婦38.8%，非妊婦59，8

%。民て「度占企:'Jと答えた脅は，前者.51.1%，後者39.<4%。、
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長潔他・妊産婦食の調味に関すi革研究

第7表低塩群・中塩群・高塩群の汁物f，:対する妊産婦の評価と，家庭の味との比較，(%) ペ〉肉例数

家庭"の味と、、の比較

ょ 低温群 中 塩7.0群 高塩8.0 群( 65 )〆、 (7.0)' c ;ll (8.0) 

員 同よ| よ 同 i| ;同 よ /1
位じ 品い 苛， 品U下 位じ い 計 位じ 品い 計

濃事ぎる ~G'l_ l ""，.0 1幼 1 釘 11 丘7 ト1:51 34，3 ，，36，31 ::..2:51" .0 1ω  

丁度よい ¥1ω1，:38:31.，..6:21.5.0:7 .'，8 I u釘 21ハ17:.11〆47.，1 ;;.5~ .o 1 ;:36，1 [ 1.0，.0'1 51:1 

薄空1ぎる 。|;011620 り1.51"、。[.17，11 ::18，6 .01.1.41>8.71 叩

lい計〆 川:41~41 12:'4 附 "31'4 [ ".3刈 35，，711.0.0 乙 4川 .40~ .o 1 18:711∞ 
中犠群では，、 22λ中 2人て9:.1~め。高塩群では;:'.~3.3λ中

4 A .(12，:l~百〉であうた。家庭の味より， J主り濃いよと

答えたものがィテスト内it物を [T度おい」と課価L古

いる割合~は少なJい。低塩群のi'I'物に対じ，.家庭の味と

E向じ位J，と答えよた27人中，テストぬ汁物量fT度よい止

と評価したものはお人、く92;6J百)0f~中塩群 7では，鈴木中

19λ、(82:.6%)。商混群では、 31λ中29火 (93'，53百)~， 

家庭の味と :f同じ位」であれ~'t， 各群とむ，ほとんど

.[T度主い」、と評価じでいる。.低塩群の汁物応対し，.家

庭の味より Fよ.~.薄いJ と立主主た8大中;r'，.テ'，-，\ .~の計:物

を F寸度よいJと評価じた古のは 4''''(5.0%弘 中塩群で

は， 25人中12人(48，.0%)。商塩群官は;:土15:AfI'8大(53.:3

%)て、あった。会群とも，_.，家庭り味よ:~:Tより奇襲\:~Jごと

感じても r丁度よい』と評価しているものが約半数で

あった。
Iν 

家庭の味に近ければ，好まれることは当然かもしれな

いが，家庭'?味に比べて，戸余密濃度が低!い方が，高い場

合ふり好旨tïる匂飽性は夫~lt~~"~、え主ぅ。、

(司、犠味fz対方る注意り宗主唱(:" く，;，山

家庭での塩味調味に対Lて注意を払っているが否かi

そ成果持S表に示円。母時中~8.7抑~.組分
に注意していたと答えている。注意していなかっだ21名

(31.3%)中， 1.0人は「渡すぎるJ8人は「丁度よい」
。t;>\~ :;r.?; !!! 

と答えていることから，特に塩味噌好が強か傾陶はみら

れなかっlた£中塩群乞塩分κ注意七でいたのは'i'2.:5%

、第8、表 i経産婦の塩味に対するJ注意役有無ふ1ν 日 L¥'，
'、、 ，: (川、ま王 産、 締ぺ引 K、3官、b夕>、f、.'.. 

金利低塩群|中島群1商事詳

非妊婦

目F 、，・

例数ω 117.0 [ 34 [，9.0ぷ

有 (%)1 74.1 1:'的

然停)1 何1. .~~.3 J 27-5 1ω1  33，..3 

TJそのうち家庭の味主，~ ;[;'):.U:渡し、』と答瓦た者は

32，..0%， r同じ位H4..o%.:fより簿いJ'.(34..0%ヲであゆ

た(第9表〉。EZのご主から，塩分に注意Lて

も，その控え方の程度は.その個人の今ま巧の略好走基

準主した制限であり，、その基準咲かなり個人差が安売よ

うに思われる。高塩群では，塩分に注意しでいたものが

88.2%おりf、この群の汁物に対する評価は.r濃すぎる」

が53・4%.で; eT反れ、Jと祭えた者1466mJより多

たア1た〈第章夫〉。家庭の味ょ~. rより波いJp答えた者

が63.4%であることから.塩味に注意を払っていた者

は，家庭;の採付けを商塩群以下にしているもみががLと
推定され、るよ 汁

以上みてtきたように，低也群と高塩群では仏家庭の味

より「より濃い」と答えた割合が，家庭の味と「同じ

位Jと答えだ割合止り遥かに多い，又，各群の刊樹氏対

らそれぞれ、の群で1約半数が rT度よいJと答えてい

ること，家庭の味と「同じ位」が，各群とも 30--40~百あ

るこ'品、ら，家庭《の汁物の食塩濃度が高塩群の汁物以上

である月能性は少ないが，低輔の汁物より跡!4ロ
いる、こ岸は考えられる。

我々は，患者の許容範囲内の食塩濃度の汁物を給食し

ているにもかかわらず，一部の患者が議味が強引と亦安

を訴え持!ことも経験している。薄味に対す昂反応は，

「櫨分を控えるように」と注意されている意識，うまり

精神的態響に強く左右されるのではないがと思われる、

う伸之年齢層と滋味噌好及び注意の有無;)-: 'l~"'; '~H! パ

二三高齢廠によるit物の塩味噌好の義は，妊産婦隠はみんt

れなかづた。 i高塩群の非妊婦では【.3.0歳以土の年齢層ほ

「渡すぎるJと答えた者が55べ'7.0%お弘、務味噌好<1.l傾

向が、みられた。仁 ! 牛、、 ♂ぺプ -A

妊産婦は全体の74.1%が犠味調味に注意を訟。τ8
~J. .. :.;:~年齢との聞は顕著な関連性はみられなかったが.， 4.0

歳代K於い?ひま注意を払っtいる者の比率郡高かった。、

守~ 123ー
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第'g，表塩味に注意じ苦いた審の各群の荷物に対する評価在家庭の味との比較，(%) ， ・ 、Eノ〉内例草壁

[古桁71dfUfM!?日計
:iilJj;問調車問トJill;jll

藷出立主
詩'IT度竺j

志向石E
語/:; ，t.. 

ー方?非妊婦におM之は66.7%が注意を[;'(おり.'特に
30成代以降に塩分に注意LてMる審が多い傾向がみられ

た〈第10表%その理由主じてf成人病予防の為」吃ρあ

げた者は57:8%'e最志多かった《第11袈〉ιヘソヘ

第1後沖民宿と塩味へめ注意の省無( )内例数

トグ象円 υ〈晶)"担 11非(誌】揮に

性齢耐判~~!(窓|一号)1二私l例fR17L〉!?長〉
r 20歳代 l'1侃175.21鉱 811.'1615d.o l' 50.0 

4ゆ"'~'1 ，'"，，55' 1 io田久 1勾・1い81，67.9め
40歳代 I71侃 7114.311 46171:7128:3 

r無記入 l'3167:01ぉ，0い c 一

-
h
-

一
-

由
寸
バ
i
l

明
一
数
一
戸
7
1
2
2
一竺

F
 

て
一
由
実
元
一
一
i

f

-

-

F

パ
-
一
、
一
ぃ
一
一

L
τ
1午
十
中

1
1
l
ν
ι
f
l
i
-
-

意
一
行
l

i

一
、
一
一

ι
i

ム

F
-

一

詑
um

一一、
i

一
一
一
九
一
一
ー
一
川
i

i

)

一r
h

一

?一、
-

h

-

h

¥

、一i
j

j

ヤィー、
i
j
ι

一心

t
 

鵬
一
由
一
一
二
J

j

ミr
-
「
計
一

=
 

a
 

既

一

千

J
J
J
P為
め

一

一

、
J

一一，

陸
一
J

F

e

i

i

!

両
国
一
の
も

~JE
一一
μ
+

勲
一
一
一
防
~
理
ー
一
居

j

い

主

γ
会

;
、
一
理
一
山
予
ー
一
の
円
同
に
い
晦
導
一
一
品
ロ
一
一

安
一
J
F

一一病二上
J

と
的
町
指
一
見
守

山
一
一
J

一
人
一
一
康
一
品
人
齢
J

労
務
才
一
-

鍛
一
+
一
、
成
ド
健

i

老
年
年
寝
栄
栄
一
ー
ー
一
r

、

で

し

!

~

一

FL
一L
L
I
-
-

57.8 
15:6 
11.1 

6.7 
4A 

4<.4 

(6) 、主な居住地域と塩味応対する晴好及び注意の有無

犠味噌好と居住地域主の関連性を観察じた。 l妊産婦で

は地域別例数応かおりのiil>ワきがみ、られた。、塩分摂取

の4匹以正やわれ.:cいる東北.;:.関東IC北陸，帝九州を主な

居住地域と Lてiいる例館がダ社主，特記居住地域との関

係は検討できなかった.~þ妊婦では，塩分摂取の多い地域

を主な居住地域正 Lτいる者が濃い掠を好むという傾向

はみちれなかった。揖味噌貯を居住地械の視点から観察

宇る為院は吏比例数をふやιで検討すQ必要があろう、。

J対象群別なιびに居住地域別にみた塩味に対する注意

の有無を観察した〈第12表〕。塩味に対ι注意を払っ尤ν、
若者の比率は非姪婦に比べよ妊産婦に商いことは前述L

た。非妊婦では，食塩摂取量G'j多い 'b l.-~'わ抗ている東

~t. 北陸'.関東 ]1; 南九州地域でf;t，毛の他の地域に比

~:'(;.~塩味に注意を払づていた者の比寧が商が占だのに

対1...、妊産婦応おい円(1;1;::地核聞に全く差異はみら仇桜

かった。これは恐ιく，妊娠という生理的条件の変化に

対いある程度，注意が払われτいた三とを物語引でい

る。.， 1..かし，非妊婦の中'1:，行温味に注意[;"C.いる審の割

合が，食塩摂取の多いといめれτいる 4地域以外内地方

に多か.，.た乙とは興味深い。} " ....¥<;一一

%1 
い;|;111|よl;|:J

E平均|ばlJ412F41167?S72
喜子lJE?い21則いh河村:133
;議問オ:1571744|?けブ??1YF益率

" 

ぷ病院て'給食されている清汁の出衆車砂Ji[:分濃度が，計

算上の濃度とデ主主しないことを研究rで経験しだ。8志の

浪度変化が，経時的K起きたものであるのか， あるい
山 へ

はv調理の際の出叶の分量や，調味料の計量的誤差，あ

るいは椀種め'種類なをに〉る志のであれ必検討する

為，追試を行怒った。 目 。ο 1¥; ム

A u 清汁~~理製と1:∞4草分2皇居事測定 三 u

1)研究方法 、 合

椀~.とし毛，塩分濃度}こ影響が少なしJとR思われる怒と
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長吉単位.妊産婦食8)'爾採に関手品研究

青葉を用h 第2表の試料調製民基づいて'.1青汁長調製

した。正確を期す為に出汁は重量で，官九E学調味料ほ

上血宍秤で，正泊はジり'/!/ーで計量じJ氷チチ蒸発喜子少

なくする為，加熱中銅山こは護をい"出来_fり時涼~~蒸
発分を熱湯官補正した。ゾこの正るは調製じた清汁を，椀

種を入れ香前にー椀とづiて食塩濃度量測定じ.これに椀

種を入札室温に2時間放置じた後，持ぴf晃虚富島度を測定

Lt:。ι入院中の娃産婦には同ーの椀種町靖子千を供与しそ

れに対ずる曙好調査を行割った。己 ， ~ 
2)結諜，及び考察

4固に渡って行った追試の清汁の食塩濃度b丸 0'.859百

になるよう，でき毒限り正確に調製したf:~ふかわらず，
第13表に示したように，椀種をいれる以前にO:10%句会

塩濃度差が生じた。椀種I重量と脅莱うをいれで言時前経

過した後の食塩濃度の変化量は-O;03..c;ー0.02%であ占

た。この変化量は，今野ら切の報告氏よる味噌汁の食溢

濃度の経時的変化畳一0目15%fこ比べかなり、少なhド。'清

汁の出来上り食塩濃度比:椀極をいれだ後の経時的変化

より、~清汁の調製時の誤差の影響が大きいよろに，!-':われ、

る。 :5'C，研究1で第 1表に示した清汁6種のうち，半片

とみつば，焼液と慈の2種は，出来上がり会底滋度》TO
%を越えている。豆腐とのり，庄内法とほうれん草， と

ろろ昆布と生婆の清汁の3極は計算上の食塩濃度より

出来主がり食梅濃度が低くなっている。とのような結果

から，調理時の正確な計震と，椀種の特徴をふま;正法記食

塩濃度調製が必要と思われ，との点についで今後さら泌

検討したい。;，) 

第13表欄を入れfた清汁の餓濃度変化〈誠2〆メ

川、 ぃ椀種な L 本語自主円変化政目

1回目 0.84% 0.81% -6: 03% 

:'2じ回~目 0.79%' 0;76% し〆ー0:03%U

3:回目 9;8，5%μ 9，83% 一0.02忽

4 回，目 ，0.75% 0.72%， ;-0;03免許 L

j 椀種〆 E 捻 2g; 背菜20g

B 妊産婦の清汁に対する晴好調牽

'()調査方法 。

昭和55年5月から 6月に当院に入院した妊産婦67名に

対 l.上記Aで調製Lた清汁を調製直後椀種をズれj，くiJ

人分200mlを昼食の一部として供与し，その塩味に対す

る噌好調査を行なった。(調査用紙は第3表と同様〉

2)結果，及び考察

4固に渡って爾製した'11ft十の食塩濃度は.0.8土 0.05

%で，その清汁に対する妊産婦の評価は.79.1%が「丁

度よい」と答えていた。このうち，家庭の味より「より

濃ぶ」ーと答孟たもりは 6:0%t' rí同む削 1j~官2;2%. i正

り薄いJが20.9%であヰたd元第 14表〉都子~'I"，;注意してド
た人は45各て67:2%ヅ第4図モそのうち「裂すぎ吾J
と容えたのはi.9%.t簿すぎ"ま」冶4蓄え;~t:i，ゐぼlii:iì%.
I'T度よい」が千5.5であった。(第14茨〉九二}、
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例
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清汁 漉すぎる 8.91 0， k6 18;9 
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〆第4図寝味に対，する注意の有無く研究2> 、、

、i 、い山、一

ミ J、

、) ~し、

、J " H 

"、、4

<研究1.B>の結果では，高塩群(1.0%以上〉の汁

物が妊産婦は最も支持されていたが.給食.r/j一部と ιて
消汗を、供じ，ぞの塩味に対する評価を調べたく研究2>

では;'0.8土 0.05%の汁物が約80%に支持された。その

差異はく研究 1と2>において，汁物の供与の仕方が異

なぷていたとじ即ち 1では汁物単品ゼ供与されたが

2において、は，汁物以外の冨食が同時に供与ざれた為，

その影響が汁物の塩味噌好傾向に反映したものPとJ思われ

る。

一般に，食塩濃度の晴好調査は，塩化ナトヲグムの水

浴救命Z，‘グノレタミン費量ナトリウムを添加じた嵐汁，ある

いは，味噌を溶かした味噌液を，ある範閣内の食塩濃度

に，一定問隔をおいて数種調製l.被検者の最も好む濃

度液を選択させている。今回の調牽では，単なる塩汁，

あるいは味噌液ではなく，実，椀種が入り， しかも汁の

種類が，清汁，味噌汁，村雲汁と異なること.数種の濃

度の汁物から最も好ましいものを選択させるのではな

-125ー



日本総合愛育環究所粍要 ~ 第16集

(;でて穐類'{J令存在号度の汁物害対tる噌容を調査し刻、

る。ーや号、自分vり好んでい予民営聖基準RPL君、の判断であ

るJみtそ合評価はむずかしい。l 清汁，、:味噌，if.高:c:ft.J:

どの1実績震はq・売でて!.()%が適濃度とまfttfPぅ長が.'これ
は一つの目安で争引で，、給対的な事りで月ない。運動後

などの発汗時に吟跡、自の塩分を，運動不足の時に時や

全薄味の方が好まれるなふや生涯上り必要をみたす目的

夫も噌めまかめ吾川文食縁摂取日;議か長夏に増え，

全戸少得い旬、日ずなJ挙節的な塩味の好みの変動も

#ιれるに vこのように， 塩味に対宮古る略肝は年齢，生

活環境，身体状況，精神的な影響などの他に，調査の季

節，被検者ゐ連動量などにも左右さり、ると思われる。ー以

上の点を踏まJえて，今後の調査を進め，妊産婦食の改善

リ、"， 

F 、
、一一〈K役立てたいfと思うJ

IV 髪、勺パ約 μ
"'-"，ぃ

十 F手探九円一j年娠中藤容君子紡て予)_;W，!宇で塩分の探り過

ぎ?と注意するよう指事事しlてしtる岩波庭においてs 託婚~.!
どの程度まT塩分を控瓦でいるのか，その実態について

はあまり知られていな王、当院産到の入院患者に行なっ

た晴好調査で，減汁i，味噌汁がやや塩辛いとの結果を得

たことから，給食の汁物ゐ食溢濃度の実際を知った上

で，患者に適印まれp食糧位、を検討ぷょうと本調査

を行ない次の結果を得た。ー

1 給食凶 : る 汁 物 ゐ経樹立1算却お%とな

るよう調製し合ぐるにもカ‘Fかわらず.'0:;72'-1.19%の開

きがみられた。，，;川口 〆J

2 異った食塩濃度の汗物に対ずる妊産婦及び非妊婦の

評価 f 村

、ー'"、い
ン4号~当院ろ院中ρ興産、持 217名，対照群として非妊婦

つむ1紛叩L..工夫フた組織の汁物に対する晴好

じを〈調、査LたそP，HJ35似下作汁物の場合?妊産婦，非

l、納併好'，f:"事告がふ J献酬がみられた。 0.85

'('::..\':-P~，~問。汁物衣は，琴産婦より非妊婦に，より好
ふ事;1}竺億IWi苧ムhれた。1.0%以上の場合は，妊産

J:..:(::.'事?PE，自宅早々 主原まjれ，非妊婦は事っと薄味古好む

ものが多かった。特に.30歳以上の年齢層に薄味町盤

以長令侮伽Efhb、れル

ç~(型;誇i~i竺懇hf〉比較せは.， 0.8%以下の汁物と1.0%
てE立内自;~;:iι 、川

J13ぬJiJどにもfτ:柱、:.>.Jム、 ， 

;j'f:G，;}:;，:，'i{t .:f:;-:-'~.二 i 、

〈弐 1，げ企_J..-(iノゾ、 :;'i'めよ九 ~ .、

二世，'::;:;.主.:)二入点、 J 1，、、 、 :了
. .;"，-，'"で吋吋，"ι 〆 .

..‘、 :~ -'えム一三、、"_0ι 、、 、

』 以上fの汁f古田技検者に，家庭の味より「より濃い「

争答主た者が多IかっFd、

、③ r 主な居住地域が塩味噌好に及ぽす影響について'fi

f観察されな?った1ピフ

。.<V， 超法調味f:対Lτ約てP%η者';f，i注意を払づきいた

品、が，三特仔，妊産婦群にそφ比率が高かったq 権味に

対する注意の有無事年骨との関係は仁妊産婦群には

，みられなか?たが.'非妊視では，特f:30歳fC叫降時

注意している者が多かった。又，塩分摂取が多いと

いわれている東北，北陵，関東正、帝九州の4地 域

?では?接味に注意しでいる者の割合が低かった。

1執よの結果;V，.Iら.:2壬産婦の汁物に対ヂる捧味噌祭は，

年齢七二主な居住地域よρ:，.-.むしろ精神的な影響に宇り強

4左右されるこ，とが示唆された。

L 可能宇限り正撃に調製された汁物について椀種をい

れる、前と....~れた後0)討物の食塩濃度の変化量は -:0.，02
%プァO回目3%であった。y 三

4 晴好テネトとかて結食とは別に単品<lit物者史民与し並

立場合:1:0%以上の汁物が妊産婦ロJ&S1>.支持さもれ存が九

給食のでr部とし;Z;0， 8土?:95}Ýの清汁を供与した績呆1~}
和男0150q者に求持聖れ51E。4 2 、〈 内 口一.;
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